


写真２ Ｅ区で見つかった竪穴住居

写真３ Ｅ区から出土した土器

写真４ 韓式系土器

縄を板に巻いて叩き絞めたこ

とが分かります。これは、 縄
じょう

蓆
せき
文
もん
と呼ばれ、朝鮮半島の土

器でみられる特徴です。渡来人

か彼らと関係の深い人々が、こ

の地にいたことが分かります。

写真５ 紡錘車

糸をつむぐための道具です。斜面には

文様が刻まれていることが分かります。

写真６ Ｆ区のようす

写真８ Ｆ区の土器１

古墳時代初頭の土器です。

写真９ Ｆ区の土器２

古墳時代後期の土器です。

Ｅ区の調査成果

Ｅ区では、北側に竪穴住居が集中してい

ました。また、南側では、土器がたくさん

出土した土
どこう
坑（地面を掘ってできたあな）

が見つかりました。

【遺構】

竪穴住居が少なくとも６棟みつかりまし

た。なかには一辺が 7.4 ｍの竪穴住居がみ

られ、この時期のものとしては大変大きな

ものです。

【遺物】

多数の土
は
師
じ
器
き
・須

す
恵
え
器
き
のほか、韓

かん
式
しき
系
けい

土器片１点がみつかりました。わずか１点

ですが、この地に朝鮮半島から渡って来た

渡
と
来
らい
人
じん
、あるいは彼らと深く関連する人

物がいたことが分かります。

竪穴住居からは曲
きょく
刃
じん
鎌
がま
、刀
とう
子
す
などの鉄

器が見つかりました。さらに、砥
と
石
いし
６点が

出土しています。この点から山室遺跡では、

鉄器の加工を行っていたことがわかりま

す。このほか、糸をつむぐための紡
ぼう
錘
すい
車
しゃ

が出土しています。

Ｆ区の調査成果

Ｆ区のうち、南側では河川の跡がみつかり、遺構はほ

とんどありませんでした。一方の北側では、古墳時代後

期の竪穴住居、古墳時代初頭の土坑、東西方向の溝など

がみつかりました。

【遺構】

竪穴住居は７棟みつかりました。竪穴住居には、かま

どを設けて、土器を安定させるために棒状の石材を置い

ていることが分かりました。

土坑からは、古墳時代初頭の土器がまとまって出土し

ました。また、別の土坑から石
せき
鏃
ぞく
（石でできたやじり）

が１点出土しています。東西方向の溝は、４本みつかり

ました。溝はいずれも中世に掘られたと考えられます。

【遺物】

竪穴住居からは土師器・須恵器のほか、鉄
てっ
滓
さい
（鉄を加

工したときにできる鉄のかす）、大型の砥石１点が出土

しました。土坑からは、古墳時代初頭の土器がまとまっ

て出土しています。なお、別の土坑でみつかった石鏃は

縄文時代のものと考えられます。

【時期】

【時期】

出土した土師器は、古墳時代中期後半から後期のものが中心です。

したがって、Ｅ区では、この時期に竪穴住居が数多くつくられ、集落

が形作られたと考えられます。

このほか、縄文時代の凹石が１点確認されました。この地では、縄

文時代から人々が生活をしていたことが分かる貴重な資料です。

出土した土器から、多くの竪穴住居は古墳時代後期と考えられます。したがってＦ区でもこの時期

に集落が形作られていたのでしょう。なお、古墳時代初頭の土器がまとまって出土していることから、

近くにこの時代の集落があった可能性があります。

写真７ 石のやじり


